
武力攻撃事態等への対応について 

－弾道ミサイルへの対応を中心として－ 

 

１ はじめに 

  我が国に対する外部からの武力攻撃やテロなどが万が一起こった場合には、国や都道

府県、市町村が連携し、対応することとしています。しかし、こうした事態が、いつ、ど

こで、どのように発生するのかを事前に予測することは極めて困難です。 

  実際にこうした事態に遭遇してしまった場合に、一人ひとりの混乱が、対応の遅れや新

たな危険を生じさせ、被害拡大の要因にならないとも限りません。実際にそのような事態

が発生した際は、行政機関からの伝達事項やテレビ、ラジオの情報を十分に聞き、どのよ

うに行動すればよいかを判断するための正しい情報を把握することが重要です。また、地

域や職場あるいは外出先の周囲の人々と協力しつつ冷静に行動することが危険を回避す

るために不可欠です。 

  そのためには、日頃から、こうした事態に遭遇した場合にどのように対応したらいいの

か、その際に必要なものは何かなどについて、家族も含めて心得ておくこと、備えておく

ことが助けになります。 

 

２ 警報が発令されたら 

  みなさんの安全を守るため、武力攻撃やテロなどが迫り又は発生した地域には、緊急速

報メールや市ホームページ、その他あらゆる手段を使って、みなさんに注意を呼びかける

こととしています。 

 

３ 弾道ミサイルによる攻撃の特徴と留意点 

 ① 特徴 

  ● 突発的に被害が発生することも考えられます。 

  ● 被害は比較的狭い範囲に限定されるのが一般的ですが、攻撃目標となる施設の種

類によっては、被害が拡大するおそれがあります。 

  ● 核・生物・化学兵器や、放射性物質を散布することにより放射能汚染を引き起こす

ことを意図した爆弾（ダーティボム）が使用されることも想定されます。 

  ● 発射前に着弾地域を特定することが極めて困難であり、短時間での着弾が予想さ

れます。このため、我が国に影響があり得る弾道ミサイルが発射されたときは、全国

瞬時警報システム（J アラート）により、発射情報と、領域内に落下する可能性があ

る場合はその旨を、関係する地域に対して、緊急に伝達することとしています。あわ

せて、テレビ、ラジオや緊急速報メールなども通じてこれらの情報を伝達します。 

  ● 弾頭の種類（通常弾頭であるのか、核・生物・化学弾頭であるのか）を着弾前に特

定するのが困難であり、弾頭の種類に応じて、被害の様相や対応が大きく異なります。 
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 ② 留意点 

  ● 攻撃当初は屋内へ避難し、その後、状況に応じ行政機関からの指示に従い適切に避

難しましょう。屋内への避難にあたっては、近隣の堅牢な建物や地下街などに避難し

ましょう。 

 

４ 弾道ミサイル攻撃に化学弾頭が用いられた場合 

 ① 化学剤の特徴 

  ● 化学剤は、その特性により、神経剤、びらん剤、血液剤、窒息剤などに分類されて

います。一般に地形や気象などの影響を受けて、風下方向に拡散し、空気より重いサ

リンなどの神経剤は下をはうように広がります。特有のにおいがあるもの、無臭のも

のなど、その性質は化学剤の種類によって異なります。 

  ● 国や都道府県、市町村などは連携して、原因物質の検知及び汚染地域の特定や予測

をし、みなさんを安全な風上の高台に誘導するほか、そのままでは分解・消滅しない

ため、化学剤で汚染された地域を除染して原因物質を取り除く措置などを実施します。 

  ● 汚染された可能性があれば、可能な限り除染して、医師の診断を受ける必要があり

ます。 

 

 ② 避難上の留意点 

  ● 口と鼻をハンカチで覆いながら、その場から直ちに離れ、外気から密閉性の高い屋

内の部屋または風上の高台など、汚染のおそれのない安全な地域に避難しましょう。 

  ● 屋内では、窓閉め、目張りにより室内を密閉し、できるだけ窓のない中央の部屋に

移動しましょう。 

  ● ２階建て以上の建物であれば、なるべく上の階へ避難しましょう。 

  ● 汚染された服、時計、コンタクトレンズなどは速やかに処分する必要がありますが、

汚染された衣服などをうかつに脱ぐと、露出している皮膚に衣服の汚染された部分が

触れるおそれがあります。特に頭からかぶる服を着ている場合には、はさみを使用し

て切り裂いてから、ビニール袋に密閉しましょう。その後、水と石けんで手、顔、体

をよく洗いましょう。 

  ● 安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避けましょう。 

  ● 行政機関の指示などに従い、医師の診断を受けましょう。 

  ● 化学剤傷病者への治療は一刻を争います。あやしいと感じたらすぐに周囲に知ら

せる、速やかに警察や消防に通報するといった迅速な対応をとった方が、その後の対

処も早くなり、救命率の向上につながります。 


